
令和3年12月3日

R1・2019(参考） R2・2020 R3・2021 R4・2022 R5・2023

基準値 R1・2019(参考） R2・2020 R3・2021 R4・2022 R5・2023 達成状況 目標値

0件 0 0 - 累計200件

基準値 R1・2019(参考） R2・2020 R3・2021 R4・2022 R5・2023 達成状況 目標値

91件 85件 114件 A 200件

基準値 R1・2019(参考） R2・2020 R3・2021 R4・2022 R5・2023 達成状況 目標値

延べ2,764件 延べ4,550件 延べ5,992件 S 延べ3,000件

基準値 R1・2019(参考） R2・2020 R3・2021 R4・2022 R5・2023 達成状況 目標値

857件(30年度) 849件 826件 C 880件

基準値 R1・2019(参考） R2・2020 R3・2021 R4・2022 R5・2023 達成状況 目標値

推進(30年度) 推進 推進 順調 推進

基準値 R1・2019(参考） R2・2020 R3・2021 R4・2022 R5・2023 達成状況 目標値

20人(30年度) 16人 13人 D 22人

基準値 R1・2019(参考） R2・2020 R3・2021 R4・2022 R5・2023 達成状況 目標値

0.9㎞ 0.9㎞ 0.9㎞ C 3.2㎞

基準値 R1・2019(参考） R2・2020 R3・2021 R4・2022 R5・2023 達成状況 目標値

40.3％(30年度) 36.38％ 14.85％ D 41.0％

基準値 R1・2019(参考） R2・2020 R3・2021 R4・2022 R5・2023 達成状況 目標値

20,497人(30年度) 21,228人 21,790人 S 21,000人

基準値 R1・2019(参考） R2・2020 R3・2021 R4・2022 R5・2023 達成状況 目標値

11万人(30年度) 10万人 7.3万人 D 13万人

基準値 R1・2019(参考） R2・2020 R3・2021 R4・2022 R5・2023 達成状況 目標値

1(30年度) 1 1 C 2

基準値 R1・2019(参考） R2・2020 R3・2021 R4・2022 R5・2023 達成状況 目標値

27品(30年度) 47品 45品 A 90品

基準値 R1・2019(参考） R2・2020 R3・2021 R4・2022 R5・2023 達成状況 目標値

1,531人(30年度) 1,499人 1,500人 C 1,550人

生涯活躍のまちへの移住者数

移住相談件数

多職種連携相談件数

(4)滝郷診療所運営事業

かかりつけ医の普及・啓発

看護学生入学支度金貸付者数

(6)道路交通網の整備：市道1-058
号線
（旭中央病院アクセス道南北線）

(7)地域子ども教室

地域子ども教室参加率

(1)生涯活躍のまち・あさ
ひ形成事業

(２)地域包括ケアシステム
の充実

(5)看護学生入学支度金貸
付事業

基準値
実績

達成状況 目標値

計画路線の供用開始延長（旭中央病院アクセス道南北線）

宿泊者数

(10)こだわり旭ブランド創
出支援事業

こだわり旭ブランド創出支援事業での商品化数

(11)特産品開発事業

旭市推奨品認定数

旭市定住自立圏共生ビジョン掲載事業評価シート

重要業績評価指標（ＫＰＩ）
定住自立圏共生ﾋﾞｼﾞｮﾝ

掲載事業

乳幼児紙おむつ購入券給付件数

・まちができて終わりということではなく、賑わいの創出や市域全体への波及等のため、本事業の事業者が主体となり、エリアマネジメント組織を立ち上げる予定で
す。また、このエリアマネジメント組織に対して、市や旭中央病院のほか、地域住民や商工会等、多様な方々の参画を得ながら、協力・助言を行うサポート組織を別
に立ち上げる予定です。旭市の発展のため、「生涯活躍のまち　みらいあさひ」を拠点とした持続可能なまちづくりを公民連携で検討していきたいと考えております。

推進委員会からの意見

・生涯活躍のまちにおいて旭市の商工事業者とコラボレーションできるような形で運営していただければと思う。コロナ禍で特にサービス業は泣いている。そのような
部分で盛り上げていけたらと思っている。地域の発展に繋がるよう、商工業でからめていければうれしい。

推進委員会からの意見に対する担当課の考え

(３)子育て世帯への経済
的支援

推進委員会からの意見

・医療・福祉の働き手が少なく、事業者は求人に努力している。旭市は医療・福祉が充実しているまちであるため、支援の検討をしていただきたい。

推進委員会からの意見に対する担当課の考え

・旭市看護学生入学支度金貸付事業により、看護師として働きたい人を引き続き応援していきます。

推進委員会からの意見

推進委員会からの意見

推進委員会からの意見に対する担当課の考え

・子育て世帯への経済的支援施策は好評をいただいているところです。現在、紙おむつ以外の育児用品購入のための助成は検討しておりませんが、今後も市民
ニーズの把握に努め、子育て支援に努めてまいります。

・子育て世帯への紙おむつ購入券の給付は非常に助かっている。また、ミルク等を支給してもらえるとありがたい。

あさひ図書利用カード登録者数

・KPIがあさひ図書館利用カード登録者数になっているが、図書館を利用しなくなっても登録を削除する人は少ないと思う。このKPIが最適か疑問がある。

推進委員会からの意見に対する担当課の考え

・国、県等の各種統計情報を調査し、市民の読書活動の状況に即した指標の活用を検討していきます。

(8)図書館情報サービス提
供事業

推進委員会からの意見

・旭市は県内からの宿泊の需要が見込めると思う。また、飯岡中跡地を利用したサッカー場は市民だけではなく市外からの合宿で需要が期待できる。JRが実施して
いる駅からハイキングや、サンキューちばフリーパス、B.B.BASEなどのイベントと連携することで、費用をかけず通年で観光客を呼び込むことも可能ではないか。

推進委員会からの意見に対する担当課の考え

・近隣への観光を意味する「マイクロツーリズム」の需要は高まっています。県内の観光施設などに本市の海水浴場のポスターを配布するなど、観光スポットを積極的
にPRし来訪者や宿泊者需要の掘り起こしをしていきます。また、現在整備を進めているサッカー場はサッカー以外の軽スポーツでも利用できる多目的な施設を想定
しています。市外からのスポーツ合宿等の誘致のため、今後は関係課や宿泊施設等と連携し、利用促進を図りたいと考えています。JRのイベントには、駅からハイキ
ングとB.B.BASEに市も協力をしております。特に駅からハイキングは毎回多くの方に参加していただき好評を得ています。今後もJRのイベントと連携して観光客の呼
び込みを行っていきます。

(9)観光振興事業

(12)空き店舗利用などに
よる中心市街地活性化

商工会会員数



令和3年12月3日

R1・2019(参考） R2・2020 R3・2021 R4・2022 R5・2023
基準値

実績
達成状況 目標値

旭市定住自立圏共生ビジョン掲載事業評価シート

重要業績評価指標（ＫＰＩ）
定住自立圏共生ﾋﾞｼﾞｮﾝ

掲載事業

基準値 R1・2019(参考） R2・2020 R3・2021 R4・2022 R5・2023 達成状況 目標値

6億9,026万円((30年度) 30億4,218万円 8億4,334万円 A 8億7,124万円

基準値 R1・2019(参考） R2・2020 R3・2021 R4・2022 R5・2023 達成状況 目標値

0.49㎞ 0.49㎞ 0.49㎞ C 1.08㎞

基準値 R1・2019(参考） R2・2020 R3・2021 R4・2022 R5・2023 達成状況 目標値

0.58㎞ 1.3㎞ 1.3㎞ A 2.34㎞

基準値 R1・2019(参考） R2・2020 R3・2021 R4・2022 R5・2023 達成状況 目標値

8.2人(30年度) 7.9人 4.5人 D 10人

基準値 R1・2019(参考） R2・2020 R3・2021 R4・2022 R5・2023 達成状況 目標値

582億円(29年度) 523億円(30年度) 490億円(1年度) D 590億円

基準値 R1・2019(参考） R2・2020 R3・2021 R4・2022 R5・2023 達成状況 目標値

7億5,200万円 7億5,300万円 8億1,284万円 S 8億円

基準値 R1・2019(参考） R2・2020 R3・2021 R4・2022 R5・2023 達成状況 目標値

1,358人 1,110人 0 - 1,400人

基準値 R1・2019(参考） R2・2020 R3・2021 R4・2022 R5・2023 達成状況 目標値

4,774人(30年度) 3,934人 5,307人 A 6,200人

. R1・2019(参考） R2・2020 R3・2021 R4・2022 R5・2023 達成状況 目標値

7,226人(30年度) 4,733人 - - 7,400人

基準値 R1・2019(参考） R2・2020 R3・2021 R4・2022 R5・2023 達成状況 目標値

212万人(30年度) 211万人 164万人 D 215万人

農業産出額

(22)観光情報発信事業

(18)道の駅季節楽里あさ
ひ管理

(19)医療福祉・食・交流の
郷づくり

(20)大原幽学遺跡史跡公
園管理

道の駅「季楽里あさひ」年間売上額

・デマンド交通の利用があまり伸びてきていないのは周知が足りないからか、また、コミュニティバスの利用実態を調べているのか。
・高齢ドライバーが駐車するときに、車から降りて何回も確認しているところを見かけた。その車は凹んでいるところが何箇所もあった。旭市はまだ高齢者が免許を手
放さないで持っている人が多いと思います。
・コミュニティバスは本数が少ない地域があり、高齢者の利用が難しい場合もある。また、デマンド交通を知っている高齢者が何人いるか疑問な部分もあり、もう少し周
知が必要だと思う。

計画路線の供用開始延長（南堀之内バイパス）

計画路線の供用開始延長（飯岡海上連絡道）

(16)地域公共交通の確保
に係る取り組み

(17)農業活性化推進事業

推進委員会からの意見

・農業従事者数の減少は、旭市も例外ではなく人手不足も産出額減の要因の一つ。外国人技能実習生、シルバー人材センター、公務員のアルバイト等上手にマッ
チングできれば、生産向上も大いに期待できる。

推進委員会からの意見に対する担当課の考え

・農業現場の人手不足の解消を目指し、JAちばみどりと協力してスマホアプリを活用した生産者と求職者のマッチング事業の整備を進めています。また、公務員の
副業は制度的にハードルは高いものの、職員のスキルアップと地域貢献を好循環させ、相乗効果を発揮できる考えています。今後は先進地の事例の調査研究を進
めていければと思います。

推進委員会からの意見

推進委員会からの意見に対する担当課の考え

・デマンド交通の周知は、総合公共交通マップの配布、市ホームページ、広報あさひで行っています。今後も関係機関と連携して周知を行っていきます。コミュニティ
バスの利用実態につきましては、運行日ごとの各停留所の乗降数をカウントし、乗車実績を作成しており、ルートやダイヤの検討に活用しています。
・運転経歴証明書を提示した場合、公共交通の運賃が割引になるなどの支援があります。こういった支援措置について周知をし、運転免許証の自主返納について、
働きかけを継続していきます。
・コミュニティバスの本数の少ない地域や、運行していない地域につきましては、デマンド交通の利用を勧めております。デマンド交通の周知は、引き続き総合公共
交通マップの配布、市ホームページ、広報あさひで行っていきます。

(15)道路交通網の整備：
市道1-060号線
（飯岡海上連絡道）

(13)企業誘致及び既存企
業の支援

企業誘致及び雇用の促進に関する条例に基づく企業の投下固定資産額

(14)道路交通網の整備：
市道1-061号線
（南堀之内バイパス）

コミュニティバス平日1便当たりの利用者数

・あさピーサポーターズ会員特典として、あさピーサポーターズ協力店からサービス提供があるが、協力店側で制度を理解していない店舗もある。協力店にも周知徹
底しないとこの制度は広がらないと思う。

推進委員会からの意見に対する担当課の考え

・あさピーサポーターズ協力店登録後改めて制度の周知はしておりませんので、今後は定期的に登録店へ制度の周知及び状況確認などを行っていきます。

(21)イメージアップキャラ
クター等活用事業

推進委員会からの意見

・道の駅において現金以外で支払いに使えるものは、チャージ式の電子マネー「きらか」のみとなっています。他の電子マネー等に対応していただき、キャッシュレス
化を進めてほしい。
・道の駅で商品開発をすることも良いことだが、市内の商品開発の掘り起こしを行うとか、事業者や学生等のアイデアを集めて商品開発を進めていただきたい。
・道の駅の商品でもネット社会でどうやって広めていくかが大事なので、検討いただければと思う。
・道の駅の売り上げは県内ではトップクラスだと思います。数字より情報発信に目を向けて全国に旭市の良さ、すばらしさ、おいしさ、やさしさをPRしてもらえれば旭市
をより誇りに思える。

推進委員会からの意見に対する担当課の考え

・「きらか」導入時に他の決済方法の導入も検討しました。他の電子マネー等は手数料が高いため、まず「きらか」を導入したところです。現在は試行段階であり、今
後も他の決済方法の検討を進めてまいります。
・これまでも旭農業高校の生徒とコラボしてレストランメニューの開発などを行ってきました。今後も高校生など地域のアイデア取り入れた特産品を使ったスイーツなど
の商品開発を検討していきます。
・市内でも野菜や海産物の生産者がインターネット等で自ら販売を行っています。道の駅では、6次産業化商品を開発し、ふるさと納税返礼品としてPRするなど検討
を進めてまいります。
・道の駅の設置目的は、産品の域内流通、観光振興であるので、旭市の良さを市内外に発信することは非常に重要な役割であります。現在も市内の特産品を活用
した甘酒などを商品化しておりますが、今後さらに開発を進めてまいります。また、様々なイベントを開催した際には観光案内、移住相談等を合わせて実施していき
たいと考えております。

推進委員会からの意見

大原幽学記念館の入館者数

交流人口（しおさいマラソン大会、向太陽杯、幽学の里で米づくり交流）

観光客入込客数

幽学の里で米作り交流事業参加者数



令和3年12月3日

R1・2019(参考） R2・2020 R3・2021 R4・2022 R5・2023
基準値

実績
達成状況 目標値

旭市定住自立圏共生ビジョン掲載事業評価シート

重要業績評価指標（ＫＰＩ）
定住自立圏共生ﾋﾞｼﾞｮﾝ

掲載事業

基準値 R1・2019(参考） R2・2020 R3・2021 R4・2022 R5・2023 達成状況 目標値

90.4%(30年度) 91.3% 93.8% S 92.0%

基準値 R1・2019(参考） R2・2020 R3・2021 R4・2022 R5・2023 達成状況 目標値

42世帯(30年度) 41世帯 47世帯 A 50世帯

基準値 R1・2019(参考） R2・2020 R3・2021 R4・2022 R5・2023 達成状況 目標値

45,000人(30年度) 45,000人 - - 45,500人

基準値 R1・2019(参考） R2・2020 R3・2021 R4・2022 R5・2023 達成状況 目標値

9,636人(30年度) 6,498人 - - 12,500人

基準値 R1・2019(参考） R2・2020 R3・2021 R4・2022 R5・2023 達成状況 目標値

28,763人(30年度) 26,659人 20,554人 D 30,766人

基準値 R1・2019(参考） R2・2020 R3・2021 R4・2022 R5・2023 達成状況 目標値

- 建設 建設・完成 S 完成

基準値 R1・2019(参考） R2・2020 R3・2021 R4・2022 R5・2023 達成状況 目標値

144人(30年度) 125人 - - 300人

基準値 R1・2019(参考） R2・2020 R3・2021 R4・2022 R5・2023 達成状況 目標値

1,744人(30年度) 1,723人 1,683人 C 1,900人

基準値 R1・2019(参考） R2・2020 R3・2021 R4・2022 R5・2023 達成状況 目標値

5団体(30年度) 5団体 1団体 D 増加

基準値 R1・2019(参考） R2・2020 R3・2021 R4・2022 R5・2023 達成状況 目標値

3,943人(30年度) 4,341人 1,929人 D 4,100人

海上キャンプ場利用者数
(32)青少年野外学習の推
進(海上キャンプ場の活
用)

(29)異業種交流の推進

地域振興交流会への参加者数

(28)旭市新庁舎建設事業

(25)産業まつり事業

(26)スポーツによる市民の絆
づくり支援事業（市民体育祭
等の開催）

旭市新庁舎建設事業

子育て世代の保育サービス（一時預かり保育、子育て支援センター）の利用者数

(31)まちづくり活動の支援

市民まちづくり補助金交付団体

(30)生きがいづくり支援事
業

老人クラブ会員数

子育てが楽しいと感じている保護者の割合

転入世帯数（定住促進奨励金交付事業）

推進委員会からの意見

・赤ちゃん全戸訪問では訪問回数が少なく、何回か相談できる枠組みを検討していただきたい。

推進委員会からの意見に対する担当課の考え

・赤ちゃん全戸訪問や検診等のほか、子育て世帯包括支援センターにおいて妊娠から子育てまで相談を実施しています。今後は当該センターを幅広く周知し、相
談しやすい体制づくりをしていきます。

(23)育児支援事業

(27)地域子育て支援拠点
事業

推進委員会からの意見

・乳児検診等で集まった保護者たちで話をする事が無い。保護者たちのコミュニケーションの場を別に設けても良いのかなと思う。

推進委員会からの意見に対する担当課の考え

・旭市子育て支援センターハニカムや私立保育園等に子育て支援センターを設置し、親子のふれあい、保護者の交流や情報交換など、子育て中の親子の交流を
深める場を提供しています。また、現在整備を進めている生涯活躍のまちの中に、子ども中心に考えたフィールドである「おひさまテラス」を整備します。保護者同士
のコミュニケーションが取れるような場所も設置する予定です。保護者間の相談や情報交換の場としてご利用いただけます。

スポーツ大会の年間参加者数（市民体育祭、市民駅伝大会、市民スポーツ大会の参加人数）

産業まつり来場者数

(24)移住・定住促進事業
推進委員会からの意見

・匝瑳市では移住者のコミュニティがあり、先輩移住者に相談しやすいと移住促進につながると思う。旭市は大きな病院もあり、いろんなものが採れるが、知名度が低
いという課題もある。移住者を通じてＰＲしていく、そういったことも必要かと思う。

推進委員会からの意見に対する担当課の考え

・旭市では移住者のコミュニティはありませんが、今後は移住者を総合的に支援するサポートセンターや地域おこし協力隊を導入し、移住者のサポートや市の魅力
のPRに努めていきます。


